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虐待の連鎖を断ち切る支援とは一親子と向き合う我々に，求められていること，できること一

虐待する保護者や家族への支援

牧 真吉（名古屋市中央療育センター）

1．はじめに

　保護i者や家族を支援しようと思うと子ども虐待とい

う理解はどうだろうか。少なくともひどいことをする

親と思ってはつながることは難しい。始まりは強制的

な介入からでもどこかからは足並みをそろえられるよ

うになることが目標である。そう考えると子どもを育

てることに失敗している親という理解が手助けをする

のに役立ちそうである。何とかその失敗をカバーでき

るように応援をするのである。もちろん失敗というこ

とに対してすら，認められない親はいる。自分は完壁

な親だと思わないとやっていけないほど傷ついている

人で，人を信用することも自分を信用することもでき

なくなっている。ちょっとでも自分が傷つきそうなこ

とは受け入れることができない。子育てを失敗してい

ると思うなんてとんでもないと考えているだろう。こ

うした人とどのようにつき合っていくことができるだ

ろうか考えてみたい。

ll　．どんな人たちか

　子育てとは誰でも同じようにできることなのだろう

か。ばらつきがあってうまい人もいれば下手な人もい

ると考えるのが妥当である。時代とともに子育ての水

準は上がってきて，底辺にいた人たちは時代と同じよ

うに変化することができず，子育ての平均だけが上が

り，取り残されてしまった人々が虐待という言われ方

をしていると考えられないだろうか。昔は虐待などと

言われることもなく，「たいへんね」とか「よくやっ

ているね」とか声をかけられていたのではないだろう

か（図1）。こうした心遣いをするという以前のおつ

きあいレベルの支え合いが，子育てにとってはどれほ

ど有用であったか。今はこうしたちょっとした支えが

なくなり，特に底辺にいる，人を信用することができ

ない人たちは孤立することになってしまい，ますます

子育てが難しくなっている。

　また，このような子育てをすることが下手な親はこ

こまでどのように育ってきたのだろうか。人を信用す

ることのできない人とは，信用できる体験を親との間

に繰り返すことができなかったかもしれない。乳幼児

期に母から見捨てられ，その後も満たされる体験をし

たことのないまま大人になってしまった人を想像して

みよう。父が駆け落ちをして，母にも捨てられ，祖父

母の許にも長くいられず，施設→親族→施設と渡り歩

いた人は，中学生では非行を重ね，中卒年齢に達して

社会に放り出されて，人が信用できないとしても，当

然のことである。信用するようにという話をすること
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はとてもできない。

　人を信用できない人は子どもだって信用できず，「赤

ちゃんが自分をバカにしている」と思ってしまう。赤

ちゃんにバカにされるという意味が理解できるかどう

かが第一歩である。そんな親がよくぞここまで子ども

を育ててくれたというのが正直なところである。これ

までにどんな人の助けを受けたのだろうか。きっと誰

の助けもなく今まで，1か月足らずのことである場合

にしても，よくぞここまで育ててくれた。このような

理解の上にたって初めて支援は成立する。

皿．子育ては社会で行うもの

　わたしたちの考える子育ては平均的な家族から発想

されている。前述のような親の元の家族についてはほ

とんど考えられていない。支えのない家族の支えを配

慮しなければならないのにもかかわらず，今はプライ

バシーを守ることが大事にされる。しかし，プライバ

シーという考え方は，子育てという点からは害悪であ

る。生まれてくる子どもがどれだけの人に知られてい

るかが，その子の育ち，すなわち支え，に関わってく

る。近隣の多くの人が，どんな子がどこに住んでい

て，どのように育っているかを知っていることが子ど

もの支えである。学校もその子がどんな環境でどのよ

うに育ってきたかを知っていてこそ適切に関わること

ができる。子どもの問題行動は，子どものSOSであり，

それを理解するためには，子どもの育ちと環境は必要

な情報であるのに，プライバシーだから教えないとい

うのは，この子は育てて貰わなくていいと言っている

のに等しい。いろいろな人，社会が関わることによっ

て初めて人は育つ。

　この発想からは，生まれ落ちたときに子どもを包む

社会を考えることができる。生まれた子どもと母に病

院まで面会に来てくれる人が何人いるのか。これが極

端に少ない親子についてはその時点から子どもを取り

巻く社会を作り始めることがいいだろう。すなわち，

生まれたところがら母子を支援する人々を用意すると

いう発想である。赤ちゃん部屋のお化け（フライバー

グ）は他の大人がいてくれるだけで防ぐことができる。

子どもを育てていくのは，親だけでなく社会であるこ

とをわたしたちは自覚すべきである。

lV．人が信用できるようになるには

生まれたときがゼロだとすると，人を信用できない
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人はマイナスに育ったとも考えることができる。そこ

からプラス方向に変えていくわけであるが，ゼロであ

る赤ちゃんを育てるのでさえ簡単なことではない。と

なるとそんなに簡単に変わるものではないと覚悟を決

めておいた方がいい。なおかつ，この領域は学ぶとか，

訓練することができる領域ではない。体験を重ねるこ

とによって変化していくだけである。その体験をどの

ように生み出すことができるのか。最初の関わりは前

述のように彼らを理解することから始まる。わかって

もらえる体験をすることはとても大きな変化である。

彼らは「ああしたらいい」，「それはだめ」という言葉

はたくさんかけて貰っているが，「よくやってきた」

という言葉かけはほとんど受けたことがない。自分を

認めることができていないところへの変化の始まりで

ある。こうした声かけをしてくれる人が次々と現れた

らどのように感じるのだろうか。これはかって，「か

わいい子だね」と赤ちゃんを抱いているお母さんに対

して次々といろんな人が声をかけていた昔と似たよう

な構造である。

　子どもが信頼を育てるのと同じことであり，言葉の

内容によって育つことはほとんどない。相手を認める

言葉をどれだけかけて貰えたか，あるいは行動によっ

て支えて貰うことができたかである。大人になって

しまってからでも人を信用するためには全く同じで

ある。体験こそが変化を起こすことができる。ベテル

の家では，○○さんの応援会議という形で変えたいこ

とを取り上げ，皆で話し合って最後は当人がどんなこ

とをやってみるか決める。そのやり方では改善ができ

ないことがわかっていても皆がではやってみることに

しょうと応援して終わる。もちろん次の会議が開催さ

れるわけで，うまくいってなくても誰も非難すること

なく，また話し合いをして対応策を検討する。そして

やはり当事者が対応策を決定する。こうしたことの繰

り返しの中で，信頼感を形成している。ここで目標と

されていることは，信頼感の形成と多くの人に助けら

れ，応援して貰っているというつながりを作ることで

ある。結果は後からとてもゆっくりついてくるという

のが実情である。

　子育てについては，家族の対応が変わることをさし

あたりの目標にしない方がいいだろう。多くの人に支

えられて子どもが育つようになることが目標である。

何も母だけが子どもを育てているわけではない。地域

社会が子どもを育てるのであるから，その地域社会に

Presented by Medical*Online



252 小児保健研究

支えて貰えるようになることが目標である。そこで起

きていることは子育てをしている人々が人を信用でき

るようになったことである。

V．子育ては何重もの支えによって行われることである

　従来，母の子どもへの対応を一番問題にしてきたが，

母が安心して子どもに関われるような環境を作ること

がとても重要である。母を支える家族はどのようにで

きているのだろうか。家族を支える地縁血縁はどの

ようにあるのであろうか。地域社会は，そして国の文

化や制度は家族や子育てを支える方向にあるのだろう

か。少なくとも子どもの虐待という観点は子育てを支

える発想ではない。子どもの育ちについてあれこれ言

うマスコミもとても家族を支えるという方向に向いて

いるとは思えない。改善すべきことをあげつらうのは

子育てに向かう家族を不安にさせている。制度として

も子育ては家族で行うという視点で作られ，社会が

子どもを育てる制度になっているとはとても言いがた

い。子育てを支えるのは社会であるという自覚をもっ

て関わろうとすると国の制度を変更するように声を上

げることになる。

VI．しかし子どもが殺される事件は減っている

最後に警察庁の嬰児殺（0歳児）の統計をグラフに

したものを載せておく（図2）。

200

150

100

50

嬰児207人

小学校就学前182人

小学生100人

小学校就学前51人

0
1972　　　日召50

小学生27人

嬰児27人

1980 昭60 1990 1995 2000 2005

一一1一 d児殺被害者数一一一小学校就学前（嬰児含まず）一一小学生

図2　嬰児殺（赤ちゃん殺し）と幼児殺人被害者数

　（少年犯罪データベース　管賀江留郎氏より）
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